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Ⅰ 法人の概要（令和３年５月１日 現在） 

 

建学の精神    共 立 

 

人はいろいろな環境を克服しながら生きていく。 

          あらゆる人たちからの手が差し延べられ、そして自らも自らの及ぶ

能力を差し出すことで、共に助力し合い成長していく。 

教育をとおして、人類の永遠の課題であるこの互助の精神を涵養する。 

 

教 育 理 念    探 究・創 造・貢 献 

 

 

 

１．法人の名称   西野学園 

 

 

２．設置する学校、学科、附帯教育事業 

 

（１） 西野桜幼稚園 

札幌市西区西野４条６丁目１１－１５ 

 

保育年限 定員 学級数 

１年、２年、３年 ３４０ １２ 

 

（２） 西野第２桜幼稚園 

札幌市西区西町北１８丁目４－１５ 

 

保育年限 定員 学級数 

１年、２年、３年 ２７０ ９ 

 

（３） 札幌医学技術福祉歯科専門学校 

札幌市中央区南５条西１１丁目１２８９－５ 

 

    【専門課程】   

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

医療 臨床検査技師科 昼間 ３年 ２４０ ６ 

教育社会福祉 介護福祉士科 昼間 ２年 ８０ ２ 

医療 理学療法士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

医療 臨床工学技士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

医療 言語聴覚士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

医療 歯科衛生士科 昼間 ３年 １５０ ３ 

医療 作業療法士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

合計 ９５０ ２３ 



     【附帯教育事業】 

養成施設等 形態 修業年限 定員 

看護科２年課程（通信制）  通信 ２年 ５００ 

社会福祉士通信課程（一般） 通信 １年１０か月 ６００ 

社会福祉士通信課程（短期） 通信 ９ヶ月 ８０ 

介護福祉士実務者研修通信科 通信 ６か月 ８０ 

介護職員初任者研修 通学・通信 ８か月 ４０ 

 

（４） 札 幌 心 療 福 祉 専 門 学 校 

    札幌市中央区北２条西２０丁目２－１８ 

 

    【専門課程】 

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

教育社会福祉 精神保健福祉科 昼間 ３年 １２０ ３ 

合計 １２０ ３ 

 

（５） 函 館 臨 床 福 祉 専 門 学 校 

    函館市美原１丁目１５－１ 

 

    【専門課程】 

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

教育社会福祉 介護福祉士科 昼間 ２年 ８０ ２ 

合計 ８０ ２ 

 

【附帯教育事業】 

養成施設等 形態 修業年限 定員 

介護福祉士実務者研修通学科  通学 ６か月 ４０ 

 

（６） 札幌リハビリテーション専門学校 

    札幌市中央区北４条西１９丁目１－３ 

 

    【専門課程】 

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

医療 理学療法士科 昼間 ４年 １６０ ４ 

医療 作業療法士科 昼間 ４年 １６０ ４ 

合計 ３２０ ８ 

 

（７） 【収益事業】 

 

さくらキッズクラブ    学童保育（放課後児童健全育成事業） 

      山の手  札幌市西区山の手３条２丁目２－１ 

      円 山  札幌市中央区北２条西２０丁目２－１８ 



 

    ロボットプログラミング教室 プログラボ 

      プログラボ山の手シスラボ  札幌市西区山の手３条２丁目２－１ 

      プログラボ円山シスラボ   札幌市中央区北２条西２０丁目２－１８ 

      プログラボ第２桜シスラボ  札幌市西区西町北１８丁目４－１５ 

 

３．法人の沿革 

 

    昭和４０年 ２月１８日  西野桜幼稚園設置（個人立） 

      昭和４３年 １月１０日   学校法人西野学園設立認可 

       昭和４５年１１月 ５日   西野第２桜幼稚園設置認可 

       昭和５３年 ３月 ３日   札幌西調理師高等専修学校設置認可 

       昭和５７年 ３月１９日   札幌医学技術専門学校設置認可 

       昭和６０年１２月 ４日   札幌システムラボラトリー専門学校設置認可 

       昭和６２年 ３月３１日   札幌西調理師高等専修学校廃止 

       平成 ４年 ４月 １日   札幌医学技術専門学校の校名を変更 

                         「札幌医学技術福祉専門学校」 

                  札幌システムラボラトリー専門学校の校名を変更 

                                            「札幌医療科学専門学校」 

       平成 ８年１１月２８日   札幌医福経営専門学校設置認可 

       平成 ９年 ３月１４日   函館臨床福祉専門学校設置認可 

        平成１１年 ４月 １日    札幌医福経営専門学校の校名を変更 

                                               「札幌心療福祉専門学校」 

       平成１３年 ３月３０日   札幌リハビリテーション専門学校設置認可 

    平成２１年 ６月 １日  学童保育さくらキッズクラブ開設 

平成２４年 ３月３１日  札幌医学技術福祉専門学校との校名統合により 

札幌医療科学専門学校を廃校 

    平成２４年 ４月 １日  札幌医学技術福祉専門学校の校名を変更 

                         「札幌医学技術福祉歯科専門学校」 

令和 2 年 ４月 １日  ロボットプログラミング教室プログラボ開設 

 

 

４．役員名簿（令和３年６月１日現在）          定員 理事６名 監事２名 

１号  この法人の設置する学校の園長（校長） 

２号  評議員のうちから評議員会において選任した者 

３号  学識経験者のうち理事会において選任した者 

 

 

 

 

 

職名 役職 氏名 常勤・非常勤の別 選任区分 

理事 理事長 前鼻 英蔵 常勤 １号 

理事 相談役 前鼻 時彦 常勤 3 号 

理事 学生サポートセンター長 南部 詠子 常勤 ２号 

理事 事務局長 市川 貴紀 常勤 2 号 

理事  佐藤 好和 非常勤 ３号 

理事  宮田 節也 非常勤 ３号 

監事   福井 利雄 非常勤   

監事   澤田 和宏 非常勤   



５．評議員名簿（令和３年６月１日現在）               定員 １３名 

１号  この法人の職員で理事会において推薦された者のうちから、評議員会において選任した者 

２号  この法人の設置する学校を卒業した者で年令２５年以上のもののうちから、理事会において選任した者 

３号  学識経験者のうちから、理事会において選任した者 

 

 

６．教職員数 
 
   ・幼 稚 園： 本務教員  ３５名、本務職員２１名、 
    ・専門学校： 本務教員  ８３名、本務職員５４名、兼務教員４７５名 
 
 
７．総定員及び在籍数  

 

学校名 定員 在籍 

西野桜幼稚園 ３４０名 ２６１名 

西野第２桜幼稚園 ２７０名 ２３３名 

札幌医学技術福祉歯科専門学校 ９５０名 ５９８名 

札幌心療福祉専門学校 １２０名  ４２名 

函館臨床福祉専門学校 ８０名  ４１名 

札幌リハビリテーション専門学校 ３２０名 １９３名 

 
・札幌医学技術福祉歯科専門学校 附帯教育事業   

 
看護科２年課程(通信制）   総定員    ５００名、在籍 ２９７名 
社会福祉士通信課程（一般） 総定員    ６００名、在籍 ２６１名 
社会福祉士通信課程（短期） 総定員   ８０名、在籍   １７名 

 
 ・函館臨床福祉専門学校 附帯教育事業 

 
         介護福祉士実務者研修通学科 総定員   ４０名、在籍  １８名 
 
   ・学童保育   さくらキッズクラブ                 ８２名 
 

・ロボットプログラミング教室   プログラボ              ６５名 

職名 役職 氏名 常勤・非常勤の別 選任区分 

評議員 理事長 前鼻 英蔵 常勤 ３号 

評議員 相談役 前鼻 時彦 常勤 ３号 

評議員 学生サポートセンター長  南部 詠子 常勤 １号  

評議員 事務局長 市川 貴紀 常勤 １号 

評議員 総務 事務次長 理寛寺 忠広 常勤 ２号  

評議員 財務経理 事務次長 万行 輝彦 常勤 ３号 

評議員 FD・SD 推進室長 米田  裕義 常勤 ３号 

評議員 専門学校 校長 岡積 義雄 常勤 ３号 

評議員 専門学校 副校長 山本  孝之 常勤 ３号 

評議員 専門学校 副校長 時永 広之 常勤 ３号 

評議員  前鼻 晴雄 非常勤 ３号 

評議員  佐藤 好和 非常勤 ３号  

評議員  宮田 節也 非常勤 ３号 



Ⅱ 事業の概要 

 

１．幼稚園 

 

（１） 令和 3 年 1月の西野桜幼稚園園舎新築移転に伴い定員を 240 名（9 クラス）から 340

名（12クラス）に変更した。換気に配慮した新しい園舎で、さらに地域に貢献でき

る幼稚園を目指す。 

 

（２） 保育内容のさらなる充実を図るため、令和 4 年度の西野桜幼稚園園庭整備に向けて

の準備を行った。 

 

（３） 幼稚園教職員の処遇改善に向け、初任給基準を含めた給与表の見直しを行うととも

に、人材育成の促進に向けた人事評価制度の改定を行った。 

 

 

２．専門学校 

 

（１） 函館臨床福祉専門学校の入学希望者減少に伴い令和 5 年度生介護福祉士科の募集停

止を決定した。今後、空き教室を利用した新事業の展開可否を検討する。 

 

（２） 令和 2 年 4 月から 3 年計画の 3 つの学園内委員会「広報研究推進委員会」「わかる

授業研究推進委員会」「国試対策研究推進委員会」が２年目を迎え、より質の高い教

育活動を実現するため、西野学園カリキュラムマネジメントの手引き（NCM）の作

成着手、SWOT 分析による各学科の強みを活かしたキャッチコピーの検討など活発

な活動が行われた。 

 

（３） 学園方針の達成に向け、方針に基づく教職員個々の役割を明確にした人事制度の改

定を行った。役職に応じた等級定義を明文化するとともに、教職員それぞれの目標

実行度とそのプロセスを評価することで、その実践内容や成果が待遇に反映される

制度として令和４年度から展開する。 

 

（４） 「学園同窓会支援チーム」では、西野学園同窓会「西桜会」主催により令和 3 年 9

月 20 日「もっと認知症を知ろう！知る×つながる＝認知症ケア」講演会を実施し、

YouTube で配信を行った。医療法人亀田病院分院亀田北病院院長宮澤仁朗先生から

「認知証」をテーマに早期発見から治療・予防までのご講演をいただいたほか、各

職種の卒業生から認知症ケアに携わる最新報告を行った。 

 

（５） 医療福祉分野に特化した専門書籍の蔵書が 30,000 冊を超えた西野学園図書館では、

コロナ禍でできる取り組みとして、レファレンスサービスや文献収集サポートなど

新しいサービスを展開、学生が安心して学習できる環境を提供した。 

 

（６） 学習面、生活面、就職面のフォローアップを行う学生サポートセンターでは、学生

の休学・退学者数減少、及び国家資格の合格率と業界就職率１００％を実現するた

め、入学前教育をさらに進化させるとともに、学生の満足度を分析し、希望を満た

す学園生活の実現に努めた。 

 

（７） 令和 4 年度開設の教学マネジメント室設置に向け、これまで FD・SD推進室で行っ

てきた「わかる授業」システム、初任者指導、メンター制度等の活動に加え、「教学

マネジメント」に関する指導や助言、支援の活動を展開するための準備を行った。 

 

 



（８） 新型コロナワクチンの 1 回目・2 回目職域接種を関係専門学校の協力のもと札幌医

学技術福祉歯科専門学校で実施し、約 80％の在校生を対象としたワクチン接種を行

った。函館臨床福祉専門学校では関係教育機関の職域接種に参加し、希望者全員の

対応を行った。 

 

（９） コロナ禍において、進学相談会や体験入学など従前の対面広報活動が縮小される中、

オンライン相談や動画コンテンツの配信拡充に努め、入学希望者への情報提供機会

の強化に努めた。 

 

（１０）入学希望者の拡大に向け、中国や東南アジアを中心とした留学生へのアプローチを

強化した結果、令和４年度生として８名の留学生が出願した。今後、介護人材確保

の観点からさらに外国人留学生の募集を推進するため、社会福祉法人や日本語学

校などの関係機関及び海外協定校と連携を図りながら、外国人受入れサポート体

制の強化に努める。 

 

（１１）FD・SD推進室 教職員研修等活動実績 

N トレ研修体系に基づいた教職員研修を計画し、実施した。全教職員に対して夏

季、冬季、春季の全体研修、初任者研修、昇進時研修、M職研修等の職位別研修に

加え、N’s 委員会との連携によりカリキュラムマネジメント研修、学生指導研修、

外部講師による講演等、各種研修会を企画実施し教職員の能力向上を図った。 

また、公開授業と授業の個別コンサルテーションにより教員の授業力のレベルア

ップを図った。さらに、教学監査支援や教務必携に関する指導を通じて学園のコン

プライアンス意識を高める SD 活動を行った。 

 

 

３．学童保育 

    

山の手と円山の２施設において地域に高い評価をいただいている「さくらキッズク

ラブ」の新しい取り組みとして、西野桜幼稚園に「さくらアフタースクール」開設準

備室を設置した。 

さくらキッズクラブは、新型コロナウイルス感染症による小学校の学級閉鎖が増え、

児童の利用自粛も多くなったが、施設内の感染対策を徹底し、医療関係者や教育関係

者の利用が多いクラブとして、保護者の要望に出来るかぎり沿う対応ができた。山の

手の会員数は 54名と前年から 10名減、円山は前年から 3 名増の 28 名となり、コロ

ナ禍で保育事業の集客が難しい中、堅調に推移している。 

さくらアフタースクールは、令和 3 年度は実験的な取り組みとして長期休み期間の

小学生保育を行ったところ、数多くの小学生が利用し、今後への期待が見込まれる。 

  

 

４．ロボットプログラミング教室 

  

令和２年４月から心療校（SKC円山）・SKC 山の手・第２桜幼稚園の３ヵ所で開始し

たロボットプログラミング教育は、開校２年目を迎えた令和３年度は認知度も向上

し、４月時は受講生６１名でスタート、さくらキッズクラブ会員の取り込みとともに

近隣小学生の受講も増え、３月末までに８０名以上の在籍となった。 

      

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ 財務の概要 

 

１．資金収支計算書（令和 3年 4 月 1 日～令和 4 年３月 31 日） 

 

（１）収入の部 

ア 幼稚園の在園児数は前年より 12名増加、専門学校は 4校で前年同数、通信課程で

は看護科2年課程16名減少、社会福祉通信課程は一般コースが43名減少となり、

新設の短期コースは 11 名の増加となった。(いずれも令和 4年 5 月 1 日現在)これ

らの影響により学納金収入が 20,320 千円(△1.4%)の減少となった。 

イ  補助金収入は、文部科学省よりの委託事業費等の増加があったため 2,102 千円

(1.0%増)の増加となった。 

ウ  有価証券(債券)の新規購入及び買替を進めたことにより資産売却収入が 1,813,198

千円となった。 

エ  受託事業収入（生涯学習）については、函館校の委託事業の受注増があったため付

随事業・収益事業収入が 4,002 千円増加した。 

オ  西野桜幼稚園旧園舎解体等により、減価償却引当特定資産の取崩があったため、そ

の他の収入が増加した。 

 

（２）支出の部 

ア 資金収支の人件費は、前年の教職員退職金の増加等により全体では 1,068,737 千円

と前年比 2.3%の増加となった。 

イ 経費では、新型コロナウイルス感染拡大の影響が薄れたことにより、学外実習が活

発になり実習謝金の増加したこと、および西野桜幼稚園旧園舎解体工事があった

こと等により、経費全体で 39,533 千円増加し、509,226 千円となった。 

ウ  西野桜幼稚園の新築追加工事、西野第 2 桜幼稚園、札幌心療福祉専門学校の屋根の

防水工事等があったため、施設関係支出が 244,177 千円となった。 

エ  有価証券(債券)の新規購入及び買替を進めたこと、および減価償却引当特定資産へ

の増加により資産運用支出が 2,268,772 千円となった。 

 

２．貸借対照表 

 

（１） 資産の部  

総資産 13,128,489 千円のうち、固定資産は 10,496,001 千円、流動資産は 2,632,487

千円となった。固定資産は減価償却引当特定資産の積み増しなどにより、前年度対

比 108,808 千円増額となり、流動資産は前年度比 185,335 千円減少した。 

（２） 負債の部 

総負債 566,017 千円のうち、固定負債は 195,225 千円、流動負債は 327,147 千円と

なった。 

（３） 純資産の部 

純資産 12,562,472 千円のうち、基本金の当期組入額は 255,740 千円、取崩額が

105,962 千円となり、基本金合計額は前年比 149,777 千円増加し、10,399,018 千円

となった。 

（４） 減価償却の累計額は、2,836,707 千円となった。 

 

３．財務比率 

 

（１）経常収入に対する学生生徒等納付金の割合は 81.5％(前年比 1.6%増)であった。 

（２）経常収入に対する補助金の割合は 12.7％(前年比 0.1%増)であった。 

（３）経常収入に対する人件費比率は 59.5％(前年比 0.2%減)であった。 

（４）経常収入に対する経費の割合は 44.3％(前年比 3.5%増)であった。 



【令和 3年度決算報告】 

１．資金収支計算書（令和 3年 4月 1 日～令和 4 年３月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．事業活動収支計算書（令和 3年 4 月 1 日～令和 4年３月 31日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３． 貸借対照表（令和 4 年 3月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４．財産目録（令和 4 年 3 月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．収益事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．令和 3 年度監査報告 

 

 


